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作作業業負負荷荷をを軽軽減減すするる拡拡張張現現実実画画像像をを用用いいたた遠遠隔隔操操縦縦シシスステテムム  
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概要 
 作業の安全確保や作業者不足等により、様々な分野での遠隔操縦システム導入が盛ん

である。本研究では、ヘッドマウントディスプレイ(Head Mounted Display:HMD)と360
度カメラを用い、更に作業負荷の軽減を目指して拡張現実（Augmented Reality: ARA）

画像を用いた遠隔操縦システムの開発を目指している。AR映像の提示により、通信遅

延・データ欠落等による作業効率の劣化やヒューマンエラー回避が実現できる。 

図１：提案する遠隔操縦システム     図２：作業時の操縦者の画面 

 

セールスポイント 

１．通信環境が悪くても作業効率が劣化しにくい遠隔操縦システムが実現できる。 

２．見たい方向に頭部を動かすだけで、見たい部分の遠隔地の環境を見られる。 

３．AR映像の提示により、作業効率の劣化やヒューマンエラーが回避できる。 

 

企業等での活用例、今後の展望等 

１．様々な機器を対象とした遠隔操縦システムへ応用ができる。 

２．非熟練者による操縦を想定した遠隔操縦システムへ応用ができる。 

３．企業等との共同研究により、現場で利用される遠隔操縦システムを構築したい 
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